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毎
年
恒
例
の
「
群
馬
理
容
カ

ッ
ト
ス
ク
ー
ル
」
が
、
デ
ビ
ュ

ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
を
目
指
し
基

本
か
ら
し
っ
か
り
勉
強
し
た
い

人
を
受
講
生
に
迎
え
、
業
界
で

活
躍
し
て
い
る
県
講
師
会
指
導

の
下
、
理
容
学
校
に
て
開
催
し

て
い
る
。

　

県
講
師
が
個
別
に
分
か
り
易

く
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
営
業
で
す
ぐ
に
役
立
つ
カ
ッ

ト
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
か
ら
ハ
イ
レ

群
馬
県
理
容
カ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル

県
組
合
行
事
予
定

今
泉
理
事
長
と
受
賞
者

コンテストの練習をする今泉理事長

ト
を
行
う
と
技
量
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
の
で
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
、
力
説
し
て
い
た
。

　

ぜ
ひ
積
極
的
に
受
講
し
て
理

容
の
理
論
と
技
術
を
習
得
し
営

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

（
広
報　

茂
木　

克
好
）

【
Ｈ
29
年
度
ス
ク
ー
ル
の
内
容
】

・
エ
ス
テ
コ
ー
ス

・
前
期
メ
ン
ズ
コ
ー
ス

・
後
期
メ
ン
ズ
コ
ー
ス

・
ケ
ミ
カ
ル
コ
ー
ス

ベ
ル
な
技
術
（
カ
ッ
ト
、
パ
ー

マ
、
カ
ラ
ー
他
）、
ま
た
、
ケ

ミ
カ
ル
（
薬
剤
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｂ
理

論
他
）
の
知
識
も
短
期
間
で
習

得
で
き
る
。

　

１
月
30
日
（
月
）
の
後
期
メ

ン
ズ
コ
ー
ス
「
コ
ン
テ
ス
ト
出

場
の
意
味
、
種
目
実
技
」
の
講

習
で
は
竹
内
幸
彦
講
師
が
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
を
目
指
す
受
講
生

に
直
接
、技
術
指
導
し
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
今
泉
理
事
長
が

「
組
合
全
体
で
理
容
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
私
も
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
ま
す
」
と
、
自
ら
受

講
し
て
い
た
。
他
の
受
講
生
に

も
刺
激
に
な
っ
た
の
か
「
コ
ン

テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
自
分
の
技

術
の
向
上
に
な
る
」
と
意
欲
的

だ
っ
た
。

　

竹
内
講
師
は
「
技
術
は
理
容

業
の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
な
の

で
、
て
っ
と
り
早
く
コ
ン
テ
ス

◀
４
月
17
日
（
月
）

第
64
回
群
馬
県
理
容
競
技
大
会

◀
５
月
29
日
（
月
）

県
理
容
組
合
総
代
会

◀
６
月
26
日
（
月
）

県
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

◀
７
月
18
日
（
火
）

第
61
回
関
信
越
理
容
競
技
大
会

◀
７
月
24
日
（
月
）

組
合
講
習
会

◀
９
月
11
日
（
月
）

理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

◀
９
月
18
日
（
月
）

関
東
甲
信
越
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

◀
未
定

理
容
感
謝
祭

◀
10
月
２
日
（
月
）

西
毛
巡
回
講
習
会

◀
10
月
９
日
（
月
）

学
園
祭

◀
10
月
16
日
（
月
）

第
69
回
全
国
理
容
競
技
大
会

◀
10
月
30
日
（
月
）

東
毛
巡
回
講
習
会

◀
11
月

女
性
理
容
師
の
日

◀
11
月
13
日
（
月
）

北
毛
巡
回
講
習
会

今
泉
理
事
長
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
へ
！

　

１
月
24
日
（
火
）
第
59
回

群
馬
県
生
活
衛
生
業
者
大
会

が
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

衛
生
水
準
に
密
着
し
た
業

種
の
組
合
団
体
の
役
員
が
出

席
し
て
、
県
民
生
活
水
準
の

向
上
と
安
全
の
重
要
性
を
認

識
し
寄
与
し
た
こ
と
に
対

し
、
理
美
容
業
初
め
、
多
く

の
業
種
の
功
労
者
が
受
賞
さ

れ
た
。

当
組
合
役
員
で
の
受
賞
者

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

　

小
林
信
吾
（
前
橋
支
部
）

　

須
永
寛
司
（
邑
楽
支
部
）

◎
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
会
長
表
彰

　

山
口
幸
一
（
吾
妻
支
部
）

　

木
村
次
夫
（
多
野
支
部
）

　

須
藤
博
美
（
碓
氷
支
部
）

　

滝
澤　

忍
（
吾
妻
支
部
）

　

小
渕
一
生
（
渋
川
支
部
）

　

茂
木
克
好
（
碓
氷
支
部
）

　

荒
木
勝
己
（
甘
楽
支
部
）

　

髙
橋
忠
義
（
甘
楽
支
部
）

◎
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

　

松
井
浩
一
（
桐
生
支
部
）

（
広
報　

坂
田
信
宏
）

第59回群馬県生活衛生業者大会開催

２
０
０
号
に
達
す
る
が
、
理
容

師
法
制
定
70
年
、
生
衛
法
制
定

60
年
の
節
目
と
な
る
今
年
は
改

め
て
同
法
に
目
を
通
す
の
も
よ

い
機
会
か
も
し
れ
な
い
。

つ
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。『
み

や
ま
』
が
創
刊
さ
れ
今
回
で

１
８
５
号
を
数
え
る
。
歴
代
の

広
報
部
長
、
編
集
委
員
ま
た
数

多
く
の
業
界
関
係
者
の
協
力
の

下
、
県
組
合
の
歴
史
が
事
細
か

に
様
々
な
形
と
し
て
刻
ま
れ
て

き
た
。
54
年
前
『
み
や
ま
』
創

刊
号
と
現
在
の
『
み
や
ま
』
で

は
記
事
の
書
き
方
、
字
数
、
文

字
の
大
き
さ
す
べ
て
異
な
る
。

し
か
し『
み
や
ま
』の
役
割（
ス

タ
ン
ス
）
は
昔
も
今
も
変
わ
ら

な
い
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
わ

か
り
や
す
く
活
字
と
写
真
で
伝

達
し
、
人
と
人
と
の
絆
を
よ
り

深
め
る
情
報
網
と
し
て
業
界
の

資
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る
。

組
合
員
に
よ
る
組
合
員
の
た
め

の
機
関
紙
で
あ
る
こ
と
だ
。

　
『
み
や
ま
』
も
あ
と
少
し
で

力
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
組
織
力
こ
そ
政

治
力
で
も
あ
る
。

　

昭
和
38
年
11
月
『
み
や
ま
』

が
創
刊
さ
れ
た
。
当
時
の
理
事

長
・
十そ

が
わ川
一
氏
は
記
念
す
べ
き

第
一
号
の
巻
頭
挨
拶
で
「
さ
き

に
理
容
師
法
の
制
定
を
見
、
更

に
環
衛
法
（
現
・
生
衛
法
）
施

行
に
よ
り
私
達
の
夢
と
理
想
は

着
々
と
実
現
し
つ
つ
あ
り
業
界

の
前
途
は
益
々
発
展
の
途
に
あ

る
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
法
律
に
業

界
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、

私
達
自
ら
が
こ
の
法
律
を
遵
守

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
力
強
く
訴
え
て
い
る
。

　

昔
も
今
も
組
合
と
し
て
大
切

な
も
の
、守
ら
れ
て
い
る
も
の
、

守
っ
て
行
く
べ
き
も
の
は
ひ
と

　
「
理
容
の
免
許
を
受
け
た
者

で
な
け
れ
ば
理
容
を
業
と
し
て

は
な
ら
な
い
」
理
容
師
法
第
六

条
だ
。
数
年
前
「
業
務
独
占
廃

止
問
題
」
が
業
界
を
揺
る
が
し

た
。
国
家
試
験
制
度
が
排
除
さ

れ
「
名
称
独
占
」
と
な
れ
ば
業

界
の
資
質
は
一
気
に
低
下
す
る

だ
ろ
う
。
組
合
組
織
と
し
て
の

　

昭
和
22
年
、

現
在
の
理
容
師

法
が
制
定
さ
れ

今
年
で
70
年
を

迎
え
る
。
業
界

の
秩
序
と
向
上

を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
こ
の

法
律
に
私
達
は

ず
っ
と
守
ら
れ

て
き
た
。

　

２
月
13
日
（
月
）
群
馬
県
理

容
専
門
学
校
カ
モ
ン
ホ
ー
ル
に

て
池
田
道
治
（
大
阪
）
全
理
連

中
央
講
師
を
招
い
て
「
フ
ル
ム

ー
ン
・
ヘ
ア
」
今
だ
か
ら
、
あ
・

な
・
た
・
に
・
を
テ
ー
マ
に
講

習
会
を
行
っ
た
。

　

今
泉
理
事
長
が
「
美
容
店
へ

行
っ
て
い
る
お
客
様
を
こ
の
講

習
会
で
し
っ
か
り
と
勉
強
し
技

術
を
覚
え
理
容
店
に
お
客
様
を

呼
び
も
ど
し
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
を
し
た
。

　

次
に
山
口
教
育
部
長
よ
り
講

師
の
優
れ
た
経
歴
（
平
成
27
年

現
代
の
名
工
）
を
紹
介
し
な
が

ら
、「
こ
の
講
習
会
で
何
か
を

覚
え
て
い
た
だ
き
明
日
か
ら
自

身
の
サ
ロ
ン
で
活
か
し
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
「
フ
ル
ム
ー
ン
・
ヘ
ア
」

は
、
サ
ロ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

直
ぐ
に
使
え
る
実
践
的
で
す
く

い
刈
り
を
使
っ
て
の
難
し
く
な

い
レ
デ
ー
ス
カ
ッ
ト
。
モ
デ
ル

に
合
わ
せ
て
上
段
部
に
ソ
フ
ト

パ
ー
マ
を
施
し
簡
単
に
ア
レ
ン

ジ
が
で
き
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
仕

上
が
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
髪
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か

け
ず
レ
ザ
ー
の
重
さ
で
の
ス
カ

ル
プ
チ
ュ
ア
カ
ッ
ト
で
モ
デ
ル

を
仕
上
げ
る
。
参
加
者
が
「
普

段
何
気
無
し
に
レ
ザ
ー
カ
ッ
ト

を
し
て
い
た
が
、
改
め
て
勉
強

に
な
っ
た
」
と
の
声
。「
10
歳

も
若
返
っ
た
両
モ
デ
ル
」
と
講

師
に
１
１
０
名
の
大
き
な
感
謝

の
拍
手
が
送
ら
れ
２
時
間
の
組

合
講
習
会
が
終
了
し
た
。

（
広
報　

西
山　

継
典
）

※
『
み
や
ま
』
編
集
部
で
は
皆

様
か
ら
の
投
稿
・
寄
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
３
０
０
か
ら

５
０
０
字
程
度
で
、
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
物
は
も
ち
ろ
ん
そ
の

他
、組
合
員
や
ご
家
族
の
特
技
・

趣
味
、
ご
本
人
の
自
慢
話
で
も

大
い
に
結
構
で
す
。

お
問
合
せ
・
各
地
区
広
報
部
員

ま
た
は
兼
事
務
局
０
２
７
―

２
２
１
―
９
８
０
４
ま
で

コンテストのテクニックを学ぶ受講生

理
容
の
技
術
と
知
識
を
学
び
合
う

も　 も昔 今

若
く
な
る
モ
デ
ル
さ
ん

「
フ
ル
ム
ー
ン
・
ヘ
ア
」
今
だ
か
ら 

あ
・
な
・
た
・
に

県
組
合
講
習
会
を
開
催
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今
年
で
８
回
目
の
開
催
を
迎

え
る
関
東
甲
信
越
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
。
昨
年
の
新
潟
大
会
で
は

準
優
勝
し
、
い
よ
い
よ
今
年
は

９
年
に
１
度
の
群
馬
県
開
催
と

な
り
ま
す
。
開
催
県
枠
と
し
て

１
チ
ー
ム
多
く
出
場
で
き
る
の

で
大
勢
の
選
手
で
挑
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
初
心
者
・
女
性
・

専
門
学
生
の
方
々
ド
ン
ド
ン
参

加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
地

元
で
各
都
県
と
の
交
流
で
き
る

貴
重
な
体
験
と
な
る
の
で
観

戦
・
応
援
共
に
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は

各
支
部
の
青
年
女
性
部
ま
で
。

（
青
年
女
性
部
一
同
）

　
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
！
桜

は
今
が
見
ご
ろ
だ
ね
」
病
院
正

面
玄
関
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
今

日
も
温
か
な
か
け
声
が
響
き
わ

た
る
。
伊
勢
崎
市
民
病
院
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
小
山
と
し

会
長
）
の
人
た
ち
だ
。
伊
勢
崎

支
部
組
合
員
の
井
野
董
（
た
だ

し
）
さ
ん
（
78
）
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
始
め
た
の
は
60
歳
過
ぎ

て
か
ら
。
長
男
、
一
男
さ
ん
の

喘
息
治
療
の
た
め
病
院
を
訪
れ

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

一
男
さ
ん
の
治
療
中
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
に
心
を
動
か
さ
れ
自
ら
志
願

し
た
と
い
う
。

　

東
京
で
小
僧
と
し
て
修
業
し

て
い
た
頃
、師
匠
の
親
方
に「
人

間
は
ひ
と
り
で
は
食
っ
て
い
け

ね
え
ん
だ
、
い
つ
か
誰
か
に
助

け
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時

が
必
ず
く
る
。
だ
か
ら
助
け
て

や
れ
る
時
に
出
来
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
お
け
」
と
教
え
ら
れ

て
き
た
。

　

毎
週
定
休
日
の
月
曜
が
井
野

さ
ん
の
受
け
持
ち
だ
。
タ
ク
シ

ー
や
施
設
か
ら
来
院
す
る
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
患
者
さ

ん
を
車
椅
子
に
乗
せ
て
受
診
窓

口
ま
で
案
内
し
た
り
、
受
付
機

で
戸
惑
う
人
た
ち
に
優
し
く
声

を
か
け
る
の
が
主
な
仕
事
で
あ

る
。

　

50
人
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
平
均
年
齢
は
70
歳
前
後
、
ほ

と
ん
ど
は
女
性
で
あ
る
た
め
重

い
仕
事
や
車
椅
子
の
ブ
レ
ー
キ

調
整
、
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
修
理

な
ど
は
数
少
な
い
男
性
の
担
当

と
な
る
。
完
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
た
め
報
酬
は
無
し
だ
。
10
時

の
お
茶
休
み
で
は
仲
間
た
ち
と

会
話
が
弾
み
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
。

　

今
ま
で
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？
と

尋
ね
る
と
「
市
長
か
ら
感
謝
状

を
い
た
だ
い
た
こ
と
」
と
嬉
し

そ
う
に
答
え
て
く
れ
た
。

　

延
べ
回
数
で
５
０
０
回
は
優

に
越
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
現

在
で
は
会
の
中
で
一
番
の
古
株

と
な
っ
た
。
今
後
は
？
「
自
分

の
体
が
続
く
限
り
や
る
さ
」
と

胸
を
張
る
。

　

ま
た
井
野
さ
ん
の
奥
様
、
朱

美
さ
ん
も
人
の
た
め
何
か
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
老
人

ホ
ー
ム
の
看
護
師
と
し
て

今
も
尚
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
。

　

福
澤
諭
吉
が
残
し
た

『
心
訓
』
の
一
つ
に
「
世

の
中
で
一
番
尊
い
こ
と
は

人
の
為
に
奉
仕
し
て
恩
に

き
せ
な
い
こ
と
」
と
あ
る

が
、
理
容
師
仲
間
の
組
合

員
に
改
め
て
奉
仕
の
本
質

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

３
月
１
日
（
水
）
太
田
支
部

で
夜
間
講
習
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
渋
川
か
ら
永
井
洋
平

県
講
師
を
招
き
、
客
単
価
ア
ッ

プ
を
見
込
め
る
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
コ
ー
ル
ド
パ
ー
マ
に
つ
い
て

の
講
習
で
「
簡
単
な
手
順
、
短

時
間
の
施
術
」
と
お
客
さ
ま
に

勧
め
や
す
い
よ
う
な
パ
ー
マ

で
、
サ
ロ
ン
側
と
し
て
も
導
入

し
や
す
い
技
術
で
あ
っ
た
。

　

夜
間
講
習
に
も
か
か
わ
ら
ず

体
の
続
く
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

伊
勢
崎
支
部
・
井
野
さ
ん

わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル

①生年月日　　　②支部名・店名　　　　
③両親の名前　　④続柄　　⑤命名の由来

①Ｈ 25.10. ３
②前橋支部　ヘアーサロンニシヤマ
③原田進・梨沙
④次女
⑤囲りの人を暖かくしたりやさしくつつみこ
　める様な女性に。

原
田
　
陽ひ
ま
り莉

ち
ゃ
ん

Ｈ28.4 18 第 63回群馬県理容競技大会
25 12支部総会

5 9 第１回理事会
11 監査会
15 大島誠有氏「藍綬褒章祝賀会」
23 第１回常務理事会
〃 （青女）総会
26 関東甲信越協議会常任委員会①・懇親会
30 第59期通常総代会

6 7 西毛協議会
27 （青女）県ボウリング大会

7 4 第２回理事会
〃 共済担当者会議
11 教育担当者会議
18 第60回関東甲信越理容競技大会
25 組合講習会①
26 特別経営相談員研修会

8 8 アドバイザー会議
29 信澤氏「全理連中央講師就任祝賀会」
31 「みやま」183号発行

9 12 ボランティアの日
〃 関東甲信越協議会「組合講師認承講習」
19 （青女）関信越青年部女性部フットサル大会
26 第３回理事会

10 3 西毛地区巡回講習会
10 理容学校イベント「理容業体験課外授業」「模擬店」
17 （青女）関信越青年部女性部　連絡会議
24 東毛地区巡回講習会
31 教育部「スペシャルセミナー」

11 7 女性理容師の日
7～8 東日本ブロック会議
14 北毛地区巡回講習会
21 第68回全国理容競技大会
23 理容体験学習課外授業
28 第４回理事会
〃 中間監査会
〃 県講師認定会議（論文）
29 特別相談員養成講習会

12 12 第２回常務理事会
Ｈ29.1 1 「みやま」184号発行

5 第２回三役会
23 第５回理事会
〃 平成29年新春祝賀会
24 生衛業者大会

2 13 組合講習会②
〃 共済説明会
27 県講師認定会議（実技・面接）

3 13 第３回常務理事会
27 第６回理事会
31 「みやま」185号発行

平成 28年度　組合経過報告

今日もボランティアに励む井野さん

①Ｈ 28. ７.14
②碓氷支部　カットハウストーク
③須藤孝治・亜由美
④長男
⑤海のような広い心を持った子にそだつ様
　に！

須
藤
　
海か
い
り里

く
ん

関
東
甲
信
越

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
募
集

24
名
も
の
参
加
が
あ
っ

た
。
受
講
者
た
ち
は
大

変
熱
心
に
講
師
の
技
術

に
見
入
っ
て
お
り
充
実

し
た
内
容
の
講
習
会
が

行
え
た
。（
太
田
・
教

育　

内
山　

智
規
）

客
単
価

ア
ッ
プ
！

簡単！

永井講師と熱心な受講者
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箕
輪
城
・
高
崎
城
か
ら
彦
根
城

へ
」
を
出
版
し
た
。

　

西
原
さ
ん
は
、
理
容
業
の
傍

ら
箕
郷
歴
史
文
化
調
査
会
副
会

長
・
箕
輪
城
井
伊
直
政
研
究
会

会
長
・
高
崎
市
文
化
協
会
副
会

長
を
歴
任
し
て
い
る
。
他
方
で

は
、
箕
郷
歌
謡
演
芸
会
を
結
成

し
「
懐
か
し
の
歌
謡
シ
ョ
ー
」

で
多
く
の
老
人
施
設
を
20
年
間

訪
問
し
、
平
成
11
年
に
は
「
上

毛
社
会
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る

　

節
分
・
立
春
を
過
ぎ
た
２
月

６
日
（
月
）、
初
詣
と
し
て
は

少
し
遅
い
が
千
葉
県
成
田
山
新

勝
寺
へ
、
さ
ら
に
海
の
幸
を
求

め
て
茨
城
県
那
珂
湊
へ
の
組
合

旅
行
を
行
っ
た
。

　

お
寺
と
し
て
は
、
日
本
一
の

参
拝
客
が
訪
れ
る
新
勝
寺
。

　

鬼
も
ひ
れ
伏
す
不
動
明
王
様

が
ご
本
尊
の
た
め
、
こ
こ
に
は

鬼
が
い
な
い
。
節
分
の
豆
ま
き

は
「
鬼
は
外
」
は
言
わ
ず
「
福

は
内
」
だ
け
だ
そ
う
だ
。

　

こ
こ
で
、
交
通
安
全
や
家
内

安
全
を
祈
願
す
る
。
開
運
厄
除

の
お
祓
い
も
あ
る
の
で
思
い
当

新
勝
寺
初
詣
と

那
珂
湊

高
崎
支
部
・
旅
の
会

た
る
方
は
、
行
か
れ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
か
？
新
勝
寺
は
、
と
て

も
大
き
く
、
短
時
間
で
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
っ

た
。
那
珂
湊
は
、
関
東
地
方
有

数
の
漁
港
で
あ
る
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
津
波
の
被
害
を
受

け
た
。
震
災
後
、
さ
さ
や
か
で

は
あ
る
が
、復
興
支
援
と
し
て
、

買
い
物
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
訪
れ

た
場
所
で
も
あ
る
。
今
は
賑
や

か
で
、
震
災
の
跡
は
見
受
け
ら

れ
な
い
よ
う
だ
。

　

最
後
に
、
新
勝
寺
で
、
総
門

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平
高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8

☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫
前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9

☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫
高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9

☎027（364）4771　FAX027（364）4772 

群馬県理器商組合

忘
れ
ら
れ
な
い

師
匠
の
言
葉

伊
勢
崎
支
部　

倉
田　

清
博

　機関紙『みやま』では新企画「組
合員で良かった」（不定期）を掲載
してまいります。
　組合員で本当に良かったと思って
いただける《生の声》を紙面にてお届けしま
す。
　第３号は伊勢崎支部の倉田さんからの投稿
です。
　広報部ではぜひ皆さまからの《生の声》
（四百字以内程度）をお待ちしております。
お問い合わせ、投稿は広報部員または県事務
局まで。

組合員で良かった

方
で
あ
る
。

　

今
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」（
直

虎
は
初
代
高
崎
藩
主
・
井
伊
直

政
の
養
母
）
放
送
記
念
に
箕
郷

町
の
Ｐ
Ｒ
に
と
本
を
出
版
し
た
。

　

西
原
さ
ん
が
、「
群
馬
歴
史

散
歩
」
に
寄
稿
し
た
話
を
ま
と

め
た
本
で
、
箕
輪
城
主
の
変
遷

や
箕
輪
城
の
全
体
絵
図
・
想
像

図
・
写
真
・
年
表
等
多
く
の
資

料
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
箕
輪
城
関
連
の
新
聞
報
道
記

事
な
ど
を
収
め
た
ト
ピ
ッ
ク
ス

集
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
５
月
、
上
毛
新
聞

に
、「
有
名
城
主
を
本
に
、
箕

輪
城
に
誇
り
を
持
っ
て
」
と
大

き
な
見
出
し
で
記
事
に
な
っ
た

際
、
西
原
さ
ん
は
、「
箕
輪
城

に
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
思
い
で
作
っ
た
と
語
っ
て

い
る
。

　

同
年
11
月
10
日
（
木
）、
県

民
文
化
の
振
興
・
発
展
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団

体
に
、
県
民
芸
術
祭
の
一
環
と

し
て
贈
ら
れ
る
「
群
馬
県
文
化

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

（
高
崎
支
部
長　

小
林
真
澄
）

　

箕
郷
町
在
住
の
西
原
巌
さ
ん

が
、
箕
輪
城
の
歴
史
を
紹
介
す

る
本
「
長
野
業
政
と
井
伊
直
政

高
崎
支
部
・
西
原
巌
氏

　
箕
輪
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
本
を
出
版
！

　

よ
く
他
の
組
合
に
属
し
て

い
る
お
客
様
に
、
理
容
組
合

は
何
軒
ぐ
ら
い
加
入
し
て
い

る
の
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

　

私
が
答
え
る
と
、「
床
屋

さ
ん
の
組
合
は
す
ご
い
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

お
互
い
の
組
合
の
話
を
す

る
と
、
改
め
て
我
々
理
容
組

合
の
凄
い
こ
と
を
再
認
識
す

い
た
。
挨
拶
を
済
ま
せ
た
帰

り
際
に「
頑
張
っ
て
修
業
し
、

や
っ
と
開
店
し
た
お
店
に
あ

な
た
の
修
業
先
か
ら
『
あ
な

た
』
に
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
い

た
い
と
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
を
大
事
に
し
て
真
面
目
に

や
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
地
域

の
お
客
さ
ん
も
来
て
く
れ
る

か
ら
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
り

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

　

後
日
、
師
匠
に
話
し
た
と

こ
ろ
「
い
い
か
、
普
通
だ
っ

た
ら
商
売
敵
が
一
軒
増
え
る

だ
け
で
誰
も
そ
ん
な
こ
と
は

言
わ
な
い
。
お
前
が
組
合
に

快
く
仲
間
に
加
わ
っ
た
か
ら

だ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
の

支
部
長
さ
ん
と
は
、
今
で
も

組
合
行
事
な
ど
で
親
し
く
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
の

せ
い
か
、
個
人
主
義
の
人
た

ち
が
増
え
て
、
組
合
に
加
入

す
る
人
が
減
少
傾
向
に
あ
る

そ
う
だ
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

に
、
私
は
深
刻
に
と
て
も
切

な
く
嘆
か
わ
し
く
思
う
。
そ

れ
は
あ
の
時
、
一
生
懸
命
に

頑
張
り
な
さ
い
と
言
っ
て
く

れ
た
支
部
長
さ
ん
、
そ
し
て

師
匠
の
言
葉
を
思
い
出
す
か

ら
で
あ
る
。
私
は
こ
の
組
合

に
入
り
と
て
も
良
い
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

る
。
そ
ん
な
組

合
に
入
っ
て
30

年
目
。
お
店
を

開
い
て
か
ら
も

同
年
数
に
な
る

の
だ
。

　

開
店
当
初
に

加
入
し
て
間
も

な
い
若
輩
者
の

私
に
、
地
域
の

お
店
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
か
ら

と
当
時
の
支
部

長
さ
ん
が
わ
ざ

わ
ざ
来
て
く
だ

さ
り
、
一
緒
に

回
っ
て
い
た
だ

　

平
成
28
年
12
月
12
日
（
月
）

太
田
市
新
田
東
山
道
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
て
、「
第

３
回
・
太
田
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
冬
晴
れ
の
中

午
後
よ
り
参
加
者
13
名
で
行
わ

れ
た
。

　

途
中
、
少
し
北
風
に
吹
か
れ

た
が
真
剣
に
競
い
合
い
な
が
ら

も
楽
し
く
コ
ー
ス
を
回
っ
た
。

　

今
回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出

し
た
人
は
４
人
い
た
。
優
勝
は

71
で
回
っ
た
吉
澤
雄
、
準
優
勝

は
74
の
岩
崎
富
夫
、
第
３
位
は

75
の
坂
田
信
宏
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
交
流

を
深
め
、
お
客
様
と
の
会
話
の

ひ
と
つ
に
で
も
な
る
よ
う
に
続

け
た
い
と
思
う
。

（
太
田
・
組
織　

吉
澤　

雄
）

冬
晴
れ
の
中
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　群馬県独自の共済加入推進策として新規加入者・継続加入
者の応募者の中から厳正なる抽選の結果選ばれました。
　当選者の方おめでとうございます。（敬称略）　

当選者 支　部 当選者 支　部
森田　良二 前　橋 滝沢　一明 太　田
大内　　忍 〃 新井　康弘 〃
関口　正行 桐　生 今泉　久代 〃
岡田　千佳 〃 登坂　友子 渋　川
田島　博司 〃 阿部　賢一 利根沼田
小林　照子 高　崎 水本とし子 〃
磯部　直樹 〃 田村　　明 〃
高木　孝之 〃 伊勢野治男 〃
高橋　　博 〃 山岸眞理子 甘　楽
橋本　哲夫 伊勢崎 梅沢　英雄 〃
布瀬川則孝 〃 松村　　優 多　野
栗原登美子 〃 下谷まり子 吾　妻
吉田　美子 邑　楽 安濟　良枝 〃
武藤　孝志 〃 飯塚真奈美 碓　氷
田島　秀人 〃 楠　　徳重 〃

＊２等……3000 円クオカード

当選者 支　部
町井　康哲 太　田
金井　啓稔 渋　川

当選者 支　部
清水　孝志 桐　生
久保原洋子 高　崎
奥山　貴利 邑　楽
小島　　功 太　田
田邉　桃子 利根沼田

◇新規加入者から抽選
＊１万円相当カタログギフト

◇継続加入者から抽選
＊１等……5000 円クオカード

平成28年度県独自推進策きゃんぺーん
カタログギフト・クオカード当選者発表 !!
平成 28年度県独自推進策きゃんぺーん
カタログギフト・クオカード当選者発表 !!

出
版
し
た
本
を
手
に
す
る
西
原
さ
ん

坂田さん・吉澤さん・岩崎さん

か
ら
大
本
堂
ま
で
の
階
段
が
き

つ
く
、
年
配
の
方
で
上
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
が
い
た
。
大
変

申
し
訳
な
く
反
省
す
べ
き
点
で

あ
る
。
幹
事
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
旅
行
を
企
画
す
る
時
、
配
慮

す
べ
き
こ
と
と
痛
感
し
た
。

（
広
報　

新
井
康
浩
）

成田山新勝寺総門前で記念撮影
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平
成
28
年
12
月
19
日
（
月
）

城
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
た
。
当

日
は
風
も
な
く
12
月
に
し
て
は

温
か
い
日
で
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
だ
っ
た
。
競
技
方
法
は
持
ち

ハ
ン
デ
ィ
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
て
争

っ
た
。

【
成
績
】（
敬
称
略
）

優　

勝　
　

今
泉
慎
之
介　

71

２　

位　
　

今
泉　

森
夫　

78

３　

位　
　

今
泉　
　

勇　

78

ベ
ス
グ
ロ　

今
泉
慎
之
介　

82

（
太
田
・
広
報　

安
井
正
人
）

ソフトタイプ  新合成洗剤（無リン）

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

広報副部長　岩崎　富夫
編集委員

委　員　長　西山　継典
副 委 員 長　坂田　信宏
　　〃　　　茂木　克好
委　　　員　新井　康浩
　　〃　　　髙橋　克実
　　〃　　　堀越　義憲
　　〃　　　髙橋　信博

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

群馬県最低賃金

（平成２8年１０月6日より適用）

１時間…759円
全理連ホームページの
組合員専用ページ

パスワード
tenbo1951

編

集

後

記

編

集

後

記

　

最
近
、
手
書
き
で
は
が
き
や

手
紙
を
書
く
こ
と
が
な
く
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
メ
ー
ル

を
し
た
り
文
章
を
書
い
た
り
し

た
漢
字
も
勝
手
に
変
換
し
て
く

れ
る
の
で
、
簡
単
な
漢
字
さ
え

も
忘
れ
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

私
は
、
漢
字
の
パ
ズ
ル
が
好

き
で
時
々
本
屋
で
購
入
し
て
１

冊
の
パ
ズ
ル
を
２
〜
３
週
間
で

解
い
て
い
る
。
別
に
自
慢
で
は

無
い
の
だ
が
、
四
字
熟
語
や
三

字
熟
語
な
ど
割
と
頭
に
浮
か
ん

で
く
る
。
編
集
の
仕
事
を
し
て

い
て
多
少
は
役
に
立
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

読
者
の
皆
様
お
試
し
あ
れ
！

（
広
報
副
部
長　

岩
崎　

富
夫
）

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
あ

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

佐
藤　

正
行　

高
崎

宮
下　

槇
夫　
伊
勢
崎　

組
合
員

羽
鳥　

信
博　
伊
勢
崎　

組
合
員

小
宮　

昭
一　

邑
楽　

組
合
員

飯
塚
健
一
郎　

邑
楽　

組
合
員

柿
沼　

静
子　

邑
楽

吉
澤　

守
久　

太
田

互
助
会
員
訃
報

太
田
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第126回
橋
顧
問
・
町
田
徳
之
介
前
橋
組

合
顧
問
・
松
田
昇
学
園
校
長
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
か
ら
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

山
本
龍
市
長
の「
良
い
物
が
育

つ
場
所
」「
め
ぶ
く
」い
つ
か
種

が
厳
し
い
環
境
の
中
で
も「
芽
」

　

１
月
16
日
（
月
）

に
、
六
供
登
利
平
本

店
に
て
前
橋
理
容
師

会
の
新
年
会
が
出
席

者
36
人
で
開
催
さ
れ

た
。

　

小
林
信
吾
会
長
の

年
頭
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
ご
来
賓
の
今

泉
森
夫
理
事
長
・
山

本
龍
前
橋
市
長
・
中

沢
丈
一
県
組
合
・
前

は
育
つ
、理
容
業
も
現
在
は
大

変
だ
け
ど
必
ず
芽
が
出
る
と
い

っ
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

宴
会
の
終
盤
で
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
今
泉
理
事
長
に
一
曲
お
願

い
し
て
出
席
者
皆
一
同
「
さ
す

が
に
上
手
い
」
と
絶
賛
の
声
に

　

１
月
30
日
（
月
）

テ
ィ
ア
ラ
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
に
て
太
田
支

部
新
年
会
を
開
催
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
清
水

聖
義
太
田
市
長
、
衆

議
議
員
・
笹
川
博
義

氏
、
県
会
議
員
・
山

崎
俊
之
氏
、
穗
積
昌

信
氏
、
薬
丸
潔
氏
、

太
田
商
工
会
議
所
副

会
頭
鯨
井
博
氏
、
太
田
社
会
福

祉
協
議
会
の
相
澤
邦
衛
氏
、
太

田
保
健
福
祉
事
務
所
の
関
係
職

員
ら
参
加
者
48
人
を
招
き
盛
大

に
開
催
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
関
係
各
位
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
に
江
森
義

一
相
談
役
の
乾
杯
発
声
に
よ
り

前橋理容師会新年会

太田支部新年会

万一の場合に備えて５共済制度で安心を…
詳しい内容については、パンフレット等でご確認ください。

火災共済
耐火構造物件 500万円加入の場合
掛金年額
（掛捨て）2,500 円
火災事故および破裂・爆発事故
最高500万円まで補償
店舗休業見舞金
１日20,000円（25日限度）
＊その他風水害の見舞金があります。

ワイド
理容店の設備・什器
備品・造作などのさ
まざまな事故を補償
理容店の規模により
最高
1,500 万円まで補償

療養補償共済（所得コース）
掛金月額
　（掛捨て）　１口　1,000 円～
病気やけがで働けなくなったときの所得を補償しま
す。（入院・通院など）
給付月額　平均月間所得の範囲内（30 万円限度）

療養補償共済（医療コース）
25 歳～ 44歳の場合
掛金月額（掛捨て）920円
基本補償（病気やけが）
入院給付金１日　3,000 円（1,000 円限度）
がん特約補償
責任開始日：加入日から 90 日を経過した日の翌日
がん診断給付金：100万円
がん入院給付金：１日 5,000 円
（支払限度日数なし）
その他の補償
先進医療費用給付金　500万円限度
＊その他、各種給付金があります。

年金共済
月　払　一般コース　　　３口　3,000 円～
　　　　個人年金コース　１口　1,000 円～
　　　　　（一般コース加入者のみ）
一時払
　一般コース・個人年金コースとも年２回
　　（２月と８月）
１口　10 万円～ 200 口まで（月払加入者のみ）

団体生命共済（小型）
36 歳１日～ 51歳 200 万円加入の場合
掛金月額（掛捨て）1,200 円
　病気死亡 200万円保障
　災害死亡 400万円保障
　★加入２年経過後
　・人間ドック補助金１万円（１万円未満は実費）
　・誕生祝金２万円、など
＊その他、各種給付金があります。
＊大型制度・子供特約もあります。

賠償責任補償共済
掛金年額
　（掛捨て）　1,300 円（組合全員加入の場合）
補償限度額
　対人事故　１名につき　　3,000 万円
　　　　　　１事故につき　6,000 万円
　対物事故　１事故につき　　300 万円
　現金盗難　１事故につき　　　１万円

満
足
そ
う
な
顔
だ
っ
た
。

　

本
日
出
席
の
各
三
役
・
行
政
・

前
橋
理
容
師
会
本
部
の
三
位
一

体
の
協
力
の
も
と
こ
の
一
年
間

の
理
容
業
界
発
展
を
祈
り
閉
会

と
な
っ
た
。

（
前
橋　

近
藤　

佳
久
）

開
宴
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
は
カ
ラ
オ
ケ
で
楽

し
む
よ
り
も
余
興
を
招
き
宴
会

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
今
年
は

女
性
だ
け
で
組
ま
れ
て
い
る

『
秋
桜
太
鼓
』
が
披
露
さ
れ
た
。

力
強
い
大
太
鼓
の
音
が
体
の
芯

ま
で
響
き
、
活
気
の
満
ち
た
新

年
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。　

（
広
報　

坂
田　

信
宏
） 力強い秋桜（コスモス）太鼓

　

前
橋
理
容
師
会
（
小
林
信
吾

会
長
）
で
は
、２
月
22
日
（
水
）

市
内
某
所
に
て
ネ
イ
ル
ケ
ア
〜

美
の
連
鎖
体
験
〜
の
夜
間
講
習

会
を
行
な
っ
た
。
横
田
吉
野
県

講
師
を
招
き
男
女
30
名
で
は
じ

ま
っ
た
。
爪
の
構
造
と
生
理
機

能
（
爪
の
病
気
）
な
ど
の
質
問

を
受
け
な
が
ら
親
切
丁
寧
に
答

え
て
い
た
。
合
モ
デ
ル
で
の
実

技
、
ネ
イ
ル
の
奥
深
さ
を
改
め

て
実
感
し
た
。

　

前
橋
以
外
の
11
名
の
各
支
部

（
伊
勢
崎
・
太
田
・
桐
生
・
高
崎
・

邑
楽
・
碓
氷
）の
組
合
員
の
方
々

に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

20
時
半
か
ら
始
ま
り
22
時
半

で
終
了
、
爪
も
磨
き
心
も
一
緒

に
磨
い
た
講
習
会
で
し
た
。

（
広
報　

西
山　

継
典
）

ネ
イ
ル
ケ
ア
講
習～爪に輝き～

太田支部ゴルフコンペ参加者小林氏・今泉氏・山本氏


